
科目 
成人看護学概論・

成人保健 

時期 1年次後期 単位数 1単位 実務経験 

担当教員 広田 奈加子 時間数 30時間 〇（専任教員） 

目的 
健康に影響を及ぼす因子や現状について理解し、成人看護に必要な保健医療システムの

機能と役割を学ぶ。 

目標 

ライフサイクルにおける成人期の身体・精神・社会的特徴とライフスタイル、および健康

課題・問題について理解する。 

また、各健康レベルに応じた看護を考えるうえで基本的な理論を学習し、成人看護に必要

な基礎的知識を習得する。 

学習内容 【成人看護学概論】 

1. 成人の生活と健康 

1) 成人と生活   

2) 成人の生活と健康 

2. 成人への看護アプローチの基本 

3. 成人の健康レベルに対応した看護 

1) ヘルスプロモーションと看護  

2) 健康をおびやかす要因と看護 

4. 健康生活の急激な破綻から回復を促す

看護 

5. 健康生活の慢性的な揺らぎの再調整を

促す看護 

6. 障害がある人の生活とリハビリテーシ

ョンを支える看護 

7. 人生の最後のときを支える看護 

8. 成人の健康生活を促すための看護技術 

1) 学習者としての対象  

2) 治癒過程にある対象 

3) 成人の健康生活を促すための看護技術 

9. 症状マネジメントにおける看護技術 

10. 退院支援の看護技術 

1) 成人の健康生活を促すための看護技術 

11. がんとの共生を促す看護技術  

12. 新たな治療法、先進医療と看護 

【成人保健】 

1. 成人保健概論 

1) 成人保健活動の意義と役割 

2) 成人保健の動向 

2. 成人保健活動 

1) 成人保健における予防と援助活動の 

基本 

2) 地域における保健活動の実際 

3) 地域福祉の基盤を支える看護の諸活動 

4) 労働に対する保健活動 

5) 青年期の学生に対する保健活動 

3. 成人期に多い疾患の動向と対策 

1) 生活習慣病の動向と対策 

2) 生活習慣病以外の疾患と対策 

 

 

授業形態 講義 

教材 

系統看護学講座 専門分野 成人看護学［1］成人看護学総論 医学書院 
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